
子育て相談～ママサポート８月号～ 

 ～春夏を通じての成長を受け止め、秋冬でのチャレンジを親子で楽しもう～ 

                            ２０２０（Ｒ．２）．８．２４． 

                      向丘幼稚園 

                          園長 峯松 千瑞穂 

日中には蝉の鳴き声が聞こえますが、夜になると鈴虫・こおろぎなど秋を代表する虫

達の声が聞こえ、季節の移り変わりを感じます。 

さて、この夏休み期間を通じ『新しい生活様式について』教職員と考え、２学期からの

取り組みでは、“手洗い指導”をより深めていく方向性となりました。取り組む上で大切

にしたいことは、園児が“自発的”に手洗いを身に着けることです。そこで、園児が自分

から「やってみよう！」と思う“きっかけ作り”と、“繰り返しの体験”・“定期的なチェ

ック”をいつ・だれが・どのように取り組むのか教職員で決めました。 

さっそく、アライグマ等に扮した先生が“お話し仕立ての手洗い指導①、②”を行い、

絵の具を使って汚れを 「視覚化」し、劇で「感情的」に“手洗いの大切さ”を伝えまし

た。やはり、子ども達が「手をきれいにしたい」と感じる為には、目に見えない“ウイル

ス”等を知り、“放っておくとどうなるのか”を想像し、考えることが重要です。 

これを機に、園児の思考回路の中に、「積極的な手洗い」がインプットされました。さ

らに毎日の体育遊び後の排泄タイムを有効利用し（３密を防ぐ為に学年別の男女別でト

イレにいく時間）、「手洗い指導」の時間を設け、“繰り返しの体験”・“定期的なチェック”

を行うことで“継続”する力に結びつけます。その他にも、“やる気”を引き出す為に、

実践する姿を大人が確認し、適切な声掛けをすること・大人（良きモデル）の態度を見せ

ること・仲間と一緒にチャレンジすることなど、集団の持つ“連帯感”があげられます。 

１年はあっという間に過ぎ去っていきます。しかし、乳幼児にとって、この“１日”・

“１瞬（１回）”が、とても大きな体験となり、心の土台づくりとなります。つい大人が

やってしまいがち（過干渉）で、見過ごして(放任)しまいがちです。バランスよく関わる

ためにも、子どもの姿や声に耳（目・心）を傾け“親子で共に育つ”ことを目標に取り組

んでみませんか。大人の姿や関わり、自分で挑戦する(体験する)時間が、後の自己確立に

大きく関わってくることでしょう。 



＜子ども達に読んであげたい絵本＞ 

先日の園文庫では、各学年別に絵本を選び、各教室で貸し出しを行ったところ 「せんせい、

この本お父さんが読んでくれたけど、ほんとにおもしろかった」という声が返って参りました。

その時々の園児の興味に合わせて絵本を準備する大切さを改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年少児クラス＞ 

園では、運動会の取り組みをしております。「かけっこ」や「ハロウィン」をモチーフにした“表現遊び”が楽しめるきっかけ作りに、幼稚

園でも楽しんでいる絵本やごっこ遊びで使用した絵本を紹介します。 

・おつきさまこっちむいて（福音館書店/片山令子文・片山健絵）：定価 本体９００円+税 

・ようい どん（福音館書店/渡辺茂男文・大友康夫絵）：定価 本体９００円+税 

・ハロウィンのランプ（岩崎書店/小林ゆき子作・絵）：定価 本体１，３００円+税 

・しゃっくりがいこつ（らんか社/マージェリー・カイラー作・Ｓ．Ｄシンドラー絵黒宮純子訳）： 

定価 本体１，５００円+税 

・もりのおふろ（福音館書店/西村敏雄文・絵）：定価 本体９００円+税 

 

・とりかえっこ（ポプラ社/さとうわきこ作・二俣英吾郎）：定価 本体１，２００円+税 ＜年中児クラス＞ 

新型コロナウイルス感染症対策の観点から、“食事のマナー”を見直しております。園児と一緒に楽しみながら、マナーを１つずつ知

る本や秋にまつわる絵本（お月見・運動会・敬老の日・芋ほり）を選んでおります。生活体験と共に、お楽しみ下さい。 

・１０ぴきのかえるのおつきみ（ＰＨＰ研究所/間所ひさこ作・仲川道子絵）：定価 本体１，２００+税 

・さかさまことばでうんどうかい（福音館書店/西村敏雄文・絵）：定価 本体９００円+税 

・いいからいいから（絵本館/長谷川義史作）：定価 本体１，３００円+税 

・おおきなおおきなおいも（福音館書店/市村久子原案・赤羽末吉作絵）：定価 本体１，２００円+税 

・テーブルマナーの絵本（あすなろ書房/髙野紀子作）：定価 本体１，６００円+税 

 
＜年長児クラス＞ 

 ちいさな虫の世界から人間のお話まで、想像力豊かになる絵本を５冊選びました。生き方や知恵につながる絵本も沢山ありますが、

大人の感想を話したり、幼児から感想を聞き出すのではなく、まずは一緒に味わってみて下さい。“本の世界が自分の心を導く・豊かに

する”経験をつくっておきましょう。今回の紹介する絵本は少し長めの文章ですが、今の年長さんには、読み聞かせにぴったりです。 

・きんいろあらし やなぎむらのおはなし（福音館書店/カズコ・Ｇ・ストーン文・絵）：定価 本体９００円+税 

・かにむかし（岩波書店/木下順二文・清水崑絵）定価 本体８００円+税 

・ばばばあちゃんのやきいもたいかい（福音館書店/さとうわきこ文・絵）定価 本体９００円+税 

・ぶたばあちゃん（あすなろ書房/マーガレット・ワイルド文・ロン・ブルックス絵）：定価 本体１，５００円+税 

・三びきやぎのがらがらどん（福音館書店/マーシャブラウン・瀬田貞二絵・訳）：定価 本体１，２００円+税 

＜未就園児さん＞ 

「もういっかい」、「もういっかい」と繰り返し、何度も楽しめる絵本を選びました。お子様がお気に入りの絵本に１冊でも多く出会えます

ように。 

・ころころころ（福音館書店/元永定正文・絵）：定価 本体９００円＋税 

・おつきさま こんばんは（福音館書店/林明子作）：定価 本体８００円+税 

・ねないこだれだ（福音館書店/せなけいこ文・絵）：定価 本体７００円+税 

・なにのこどもかな（福音館書店/薮内正幸文・絵）：定価 本体価格９００円+税 

・たあんき ぽおんき たんころりん（福音館書店/長谷川摂子文・降矢なな絵）：定価 本体価格９００円+税 


